140V1 A 付属証明書

エコマーク商品類型No.140「詰め替え容器・省資源型の容器」付属証明書
【分類A　～詰め替え容器～】
本付属証明書は、エコマーク商品類型No.140「詰め替え容器・省資源型の容器」のエコマーク使用申込を行う際に、「エコマーク商品認定・使用申込書」とともに提出して下さい。

	申込日： 20
	
	年
	
	月
	
	日

	申込ブランド名
	

	申込者
	（会社名）


	印（社印を捺印）


	＜付属証明書の作成方法＞

1．申込製品に関する必要事項を「記入欄」に記載して下さい。

※「記入欄」に網かけがある「項目」は記入不要です。

2．「添付証明書」欄の各証明書をご用意下さい。各証明書は、本付属証明書と併せてエコマーク商品認定・使用申込時に提出して下さい。

3．「添付証明書」に網かけのある「項目」は、添付証明書の提出は不要です。

※ 各証明書の作成は（記入表）を参照して下さい。

4．「添付証明書」の作成は「添付証明書の発行者」欄を確認して下さい。


	項目
	記入欄／添付資料　※該当する事項をチェックして下さい

	エコマーク表示（予定）の媒体について記載下さい。
※原則として製品、包装、取扱説明書、商品説明書（パンフレットなど）等にエコマークを表示すること
	表示媒体：□製品　／ □包装　／□取扱説明書
□商品説明書(カタログ・リーフレット)　／　□Web 

□その他【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】



	エコマーク表示予定設計図

※エコマークの表示方法は「エコマーク使用の手引」を参照下さい。
	エコマーク表示予定設計図(書式自由・原稿)をご提出下さい。

※様式2の｢エコマーク表示見本｣の画像をご活用ください
[image: image1.png]






	エコマークを表示しない（予定）場合はその理由を右欄に記載下さい。
	【表示無しの理由】


	項目
	記入欄

（該当する事項をチェックして下さい）
	添付証明書
	添付証明書の

発行者

	製品を開発した会社
	　□他社／□自社

※ 他社開発製品の場合は右記証明書をご提出下さい。
	記入表140A-1
	申込承諾者

	他社において既に認定を受けている商品を別ブランドとして申込む場合
	ブランド名以外の変更が　 □ある／□ない

（該当する事項をチェックして下さい）

※ 変更がなければ、以下の項目の証明は不要です
	エコマーク商品認定　審査結果通知書の写し

既認定型式と本申込　　製品の型式との対応表
	申込者


分類A　～詰め替え容器～
	項目
	記入欄

※ 該当する□にチェックを入れ、内容物を具体的にご説明願います

	内容物
	□液体　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	□粉体　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	本体容器のセットでの申込
	□あり　／　□なし


「4．認定の基準と証明方法」を満たすために必要な証明書類
4-1．環境に関する基準と証明方法
	認定基準

項目番号
	記入欄

※ 該当する□にチェックを入れて下さい
	必要な添付証明書
	添付証明書の発行者

	4-1.(1)

環境法規の順守
	詰め替え容器の最終製造工場名
【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】
本体容器(セットで申し込む場合)の最終製造工場名
【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】
	記入表140A-3
セットで申し込む場合で詰め替え容器の最終工場と異なる場合には、それぞれ提出が必要
	最終製品

製造工場

	4-1.(2)

印刷インキ
	［製品に使用する印刷インキ］
（*本体容器をセットで申し込む場合には、詰め替え容器・本体容器両方に適用）
印刷インキ工業連合会「印刷インキに関する自主規

制（ネガティブリスト規制）」で規制されている物質を

□処方構成成分として添加している

□処方構成成分として添加していない

□印刷インキの使用がない
	
	

	4-1.(3)

詰め替え使用のための製品に関する情報提供
	
	記載部分の写真

または

記載部分の設計書や説明書


	申込者

	4-1.(4)

ハロゲンを含むプラスチック
	［ハロゲンを含むプラスチックの添加］

□容器にプラスチック材料の使用あり

ポリマー骨格にハロゲンを含むプラスチックを

□添加なし／□添加あり

· 容器にプラスチック材料の使用なし
	
	


次ページ以降は、容器を構成する材料によって以下のとおり適用となります

□ プラスチック材を製品全体重量の70%以上使用している詰め替え容器　⇒　A.適用
□ 紙材を製品全体重量の70%以上使用している詰め替え容器　⇒　B.適用

□ プラスチック材・紙材のいずれも製品全体重量の70%以上使用していない詰め替え容器　⇒　C.適用
□ 本体容器をセットで申し込む場合の本体容器　⇒　D.適用
「4．認定の基準と証明方法」を満たすために必要な証明書類
4-2．材料に関する基準と証明方法　（A.プラスチック材を製品全体重量の70%以上使用している詰め替え容器）

	認定基準

項目番号
	記入欄

※ 該当する□にチェックを入れて下さい
	必要な添付証明書
	添付証明書の発行者

	4-2.(5)

容器重量

（内容物1000g

あたり）
	［容器・内容物の重量］

· 内容物が液体・粉体

□詰め替え容器の内容量≦本体の内容量

□詰め替え容器の内容量＞本体の内容量

· 内容物が液体・粉体以外
	本体の内容量が記載されたパンフレット等の資料
	申込者

	4-2.(5)

容器の素材と割合
	
	｢容器重量｣、｢内容物重量｣、｢内容物1ℓ（あるいは1000g）あたりの容器重量｣を記したリスト

記入表140A-2
	申込者

	4-2.(6)

代替フロンを含むオゾン層破壊物質
	［容器製造でのオゾン層破壊物質］
	記入表140A-4
	プラスチック材料製造事業者

または

製品組立事業者（工場長/責任者）

	
	特定フロン(CFC5種)の使用
その他のCFCの使用
四塩化炭素の使用

トリクロロエタンの使用
代替フロン(HCFC)の使用
	□有／□無

□有／□無

□有／□無

□有／□無

□有／□無
	
	

	4-2.(7)

容器に使用するプラスチック添加剤
	
	記入表 140A‐5
＊バージン材料については、　樹脂のポジティブリストで可
	各製造工程担当事業者

	4-2.(8)
厚生労働省ガイドライン
	［厚生労働省ガイドライン］
再生プラスチック材料の　□使用あり／□使用なし
内容物が　□食品／食品以外
※再生プラスチック材料の使用あり、かつ内容物が食品の場合には、右記文書をご提出ください
	厚生労働省「食品用器具及び容器包装における再生プラスチック材料の使用に関する指針（ガイドライン）」に基づいて安全性の確保を図っていることを示す文書
	申込者など

	4-2.(9)

容器に使用する接着剤
	［容器に使用する接着剤］

日本接着剤工業会の自主規制（ラミネート接着剤に
関するネガティブリスト）に
□従っていない

□従っている

□接着剤の使用がない
	
	

	4-2.(10)

製品の処方構成成分（カドミウム、鉛、六価クロム、水銀およびその化合物）
	
	記入表 140A-6
	申込者

	4-2.(11)

製品の処方構成成分（IARCによる発がん性物質）
	［IARCによって1、2A、2Bに分類されている物質］

□内容物が食品

□内容物が化粧品

□内容物が医療関係品

□内容物は上記以外　※

　※内容物が食品/化粧品/医療関係品でない場合には、

　　　証明書の該当項目の提示は不要です
	記入表 140A-6
	申込者

	4-2.(12)

食品、添加物等の規格基準に定める有害物質
	［食品衛生法に定める有害物質の要件］

　※内容物が食品/化粧品/医療関係品の場合には、右記試験結果をご提出ください
	食品、添加物等の規格基準(昭和34年厚生省告示第370号)に適合していることの試験結果
	第三者試験機関　または　申込者　または　容器製造事業者


4-3．品質に関する基準と証明方法　

	4-3.(19)

容器の品質
	［該当する品質規格］

□JIS規格　　　　　（JIS　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□業界の自主規格（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□自社規格
	該当する規格に適合していることを示す証明書
	申込者


「4．認定の基準と証明方法」を満たすために必要な証明書類
4-2．材料に関する基準と証明方法　（B.紙材を製品全体重量の70%以上使用している詰め替え容器）

	認定基準

項目番号
	記入欄

※ 該当する□にチェックを入れて下さい
	必要な添付証明書
	添付証明書の発行者

	4-2.(13)

容器重量

（内容物1000g

あたり）
	［容器・内容物の重量］

□詰め替え容器の内容量≦本体の内容量

□詰め替え容器の内容量＞本体の内容量
	本体の内容量が記載されたパンフレット等の資料
	申込者

	4-2.(13)

容器の素材と割合
	
	｢容器重量｣、｢内容物重量｣、｢内容物1ℓ（あるいは1000g）あたりの容器重量｣を記したリスト

記入表140A-2
	申込者

	4-2.(14)

原紙のアゾ着色剤
	
	記入表 140A‐7
	製紙事業者

	4-2.(15)

パルプ漂白工程での塩素ガス
	
	記入表　140A-7
	製紙事業者

	4-2.(16)

有害物質
	［有害物質の要件］

□内容物が食品

□内容物が化粧品

□内容物が医療関係品

□内容物は上記以外　

　
　※内容物が食品/化粧品/医療関係品の場合には、紙材料について右記試験結果をご提出ください
	紙材料ついて以下の試験結果

・昭46.5.8環食第244号

・平16.1.7食安基発第0107001号/食安監発第0107001号
・昭47.10.26環食化第385号
	第三者試験機関　または　申込者　または　容器製造事業者

	
	内容物が食品、化粧品、医療関係品の場合、内容物が紙以外の材料と

· 接する

□接さない

※内容物が食品/化粧品/医療関係品に該当し、紙以外の材料が内容物と接するには、右記試験結果の提出が必要です
	内容物に接する紙以外の材料について

食品、添加物等の規格基準(昭和34年厚生省告示第370号) に適合していることの試験結果
	第三者試験機関　または　申込者　または　容器製造事業者


4-3．品質に関する基準と証明方法　

	4-3.(19)

容器の品質
	［該当する品質規格］

□JIS規格　　　　　（JIS　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□業界の自主規格（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□自社規格
	該当する規格に適合していることを示す証明書
	申込者


「4．認定の基準と証明方法」を満たすために必要な証明書類
4-2．材料に関する基準と証明方法　（C.プラスチック材・紙材いずれも製品全体重量の70%に満たない詰め替え容器）

	認定基準

項目番号
	記入欄

※ 該当する□にチェックを入れて下さい
	必要な添付証明書
	添付証明書の発行者

	4-2.(17)

容器重量

（内容物1000g

あたり）
	［容器・内容物の重量］

· 内容物が液体・粉体

□詰め替え容器の内容量≦本体の内容量

□詰め替え容器の内容量＞本体の内容量

· 内容物が液体・粉体以外
	本体の内容量が記載されたパンフレット等の資料
	申込者

	4-2.(17)

容器の素材と割合
	
	｢容器重量｣、｢内容物重量｣、｢内容物1ℓ（あるいは1000g）あたりの容器重量｣を記したリスト

記入表140A-2
	申込者

	プラスチック材料について

	4-2.(6)

代替フロンを含むオゾン層破壊物質
	［容器製造でのオゾン層破壊物質］
	記入表140A-4
	プラスチック材料製造事業者

または

製品組立事業者（工場長/責任者）

	
	特定フロン(CFC5種)の使用
その他のCFCの使用
四塩化炭素の使用

トリクロロエタンの使用
代替フロン(HCFC)の使用
	□有／□無

□有／□無

□有／□無

□有／□無

□有／□無
	
	

	4-2.(7)

容器に使用するプラスチック添加剤
	
	記入表 140A-5
＊バージン材料については、　樹脂のポジティブリストで可
	各製造工程担当事業者

	4-2.(8)
厚生労働省ガイドライン
	［厚生労働省ガイドライン］
再生プラスチック材料の　□使用あり／□使用なし
内容物が　□食品／食品以外
※再生プラスチック材料の使用あり、かつ内容物が食品の場合には、右記文書をご提出ください
	厚生労働省「食品用器具及び容器包装における再生プラスチック材料の使用に関する指針（ガイドライン）」に基づいて安全性の確保を図っていることを示す文書
	申込者など

	4-2.(9)

容器に使用する接着剤
	［容器に使用する接着剤］

日本接着剤工業会の自主規制（ラミネート接着剤に
関するネガティブリスト）に
□従っていない

□従っている

□接着剤の使用がない
	
	

	4-2.(10)

製品の処方構成成分（カドミウム、鉛、六価クロム、水銀およびそれらの化合物）
	
	記入表 140A-6
	申込者

	4-2.(11)

製品の処方構成成分（IARCによる発がん性物質）
	［IARCによって1、2A、2Bに分類されている物質］

□内容物が食品

□内容物が化粧品

□内容物が医療関係品

□内容物は上記以外　※

　※内容物が食品/化粧品/医療関係品でない場合には、

　　　証明書の該当項目の提示は不要です
	記入表 140A-6
	申込者


	紙材料について

	4-2.(14)

原紙のアゾ着色剤
	
	記入表 140A‐7
	製紙事業者

	4-2.(15)

パルプ漂白工程での塩素ガス
	
	記入表　140A-7
	製紙事業者

	4-2.（12）(16)

有害物質
	［有害物質の要件］

□内容物が食品

□内容物が化粧品

□内容物が医療関係品

□内容物は上記以外　

　

※ 内容物が食品/化粧品/医療関係品の場合には、プラスチック材料及び紙材料について右記試験結果をご提出ください
	プラスチックについて食品、添加物等の規格基準(昭和34年厚生省告示第370号) に適合していることの試験結果
	第三者試験機関　または　申込者　または　容器製造事業者

	
	
	紙材料ついて以下の試験結果

・昭46.5.8環食第244号

・平16.1.7食安基発第0107001号/食安監発第0107001号
・昭47.10.26環食化第385号
	

	
	内容物が食品、化粧品、医療関係品の場合、内容物がプラスチック・紙以外の材料と

· 接する

□接さない

※ 内容物が食品/化粧品/医療関係品に該当し、プラスチック・紙以外の材料が内容物と接するには、右記試験結果の提出が必要です
	内容物に接するプラスチック、紙以外の材料について

食品、添加物等の規格基準(昭和34年厚生省告示第370号) に適合していることの試験結果
	第三者試験機関　または　申込者　または　容器製造事業者


「4．認定の基準と証明方法」を満たすために必要な証明書類
4-3．品質に関する基準と証明方法　

	4-3.(19)

容器の品質
	［該当する品質規格］

□JIS規格　　　　　（JIS　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□業界の自主規格（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□自社規格
	該当する規格に適合していることを示す証明書
	申込者


「4．認定の基準と証明方法」を満たすために必要な証明書類
D.本体容器に関する基準（分類G.再生プラスチック使用）
	認定基準
項目番号
	記入欄
※ 該当する□にチェックを入れて下さい
	必要な添付証明書
	添付証明書の発行者

	4-1.(1)
再生プラスチックの重量割合
	
	記入表140G-1（本体容器）
「製品重量証明書」
	申込者

	
	
	記入表140G-2
「プラスチック部品の製造工程・管理証明書」
	

	
	
	記入表140G-3
「原料供給証明書」
	再生材料回収事業者

	4-1.(5)
プラスチック添加剤
	［容器包装に使用するプラスチック添加剤］
内容物が　□食品／□食品以外
※内容物が食品の場合には、右記文書をご提出ください
	記入表 140A-5
「プラスチック添加剤に関する証明書」

※樹脂または添加剤のポジティブリスト（写）でも可
	各製造工程担当事業者

	4-1.(6)
厚生労働省ガイドライン
	［厚生労働省ガイドライン］

内容物が　□食品／□食品以外
※内容物が食品の場合には、右記文書をご提出ください
	厚生労働省ガイドラインに基づいて安全性の確保を図っていることを示す文書
	申込者など

	4-1.(7)
接着剤
	［容器包装に使用する接着剤］

日本接着剤工業会の食品包装材料用接着剤等に関する自主規制（NL規制）に

□適合している　／ □適合していない
	
	

	4-1.(8)
食品、添加物等の規格基準
	［食品、添加物等の規格基準］
内容物が　□食品／□食品以外
※内容物が食品の場合には右記上段の文書、内容物が食品以外の場合には、右記下段の文書をご提出ください
	食品、添加物等の規格基準(昭和34年厚生省告示第370号)に適合していることの試験結果
	第三者試験機関　または　申込者　または　容器製造事業者

	
	
	上記の規格基準またはISO8124-3などに適合していることの試験結果
	


D.本体容器に関する基準（分類H.植物由来プラスチック使用）
	認定基準
項目番号
	記入欄
※ 該当する□にチェックを入れて下さい
	必要な添付証明書
	添付証明書の発行者

	4-1.(1)
植物由来プラスチック
	a) バイオベース合成ポリマー含有率
	記入表140H-1（本体容器）
「製品重量証明書」
	申込者

	
	
	バイオベース炭素含有率の測定結果など
	第三者機関など

	
	
	バイオベース合成ポリマー含有率の適正な維持に関する説明文書
	原料樹脂供給事業者など

	
	b) 植物由来プラスチック（原料樹脂）のトレーサビリティ
	記入表140H-2
「植物由来プラスチック(原料樹脂)のトレーサビリティに関するチェックリスト」
	原料樹脂供給事業者など

	
	c) 植物由来プラスチック（原料樹脂）の環境負荷低減効果
	LCA評価の結果
	原料樹脂供給事業者など

	4-1.(5)
プラスチック添加剤
	［容器包装に使用するプラスチック添加剤］

内容物が　□食品／□食品以外
※内容物が食品の場合には、右記文書をご提出ください
	記入表 140A-5
「プラスチック添加剤に関する証明書」

※樹脂または添加剤のポジティブリスト（写）でも可
	各製造工程担当事業者

	4-1.(6)
接着剤
	［容器包装に使用する接着剤］

日本接着剤工業会の食品包装材料用接着剤等に関する自主規制（NL規制）に

□適合している　／ □適合していない　
□接着剤の使用なし
	
	

	4-1.(7)
食品、添加物等の規格基準
	［食品、添加物等の規格基準］
内容物が　□食品／□食品以外
※内容物が食品の場合には右記上段の文書、内容物が食品以外の場合には、右記下段の文書をご提出ください
	食品、添加物等の規格基準(昭和34年厚生省告示第370号)に適合していることの試験結果
	第三者試験機関　または　申込者　または　容器製造事業者

	
	
	上記の規格基準またはISO8124-3などに適合していることの試験結果
	


記入表140A-1
（公財）日本環境協会 エコマーク事務局 御中

申込承諾書

	発行日： 20
	
	年
	
	月
	
	日

	（発行者：会社名）


	印（社印を捺印）


* 発行者は製品を製造した会社（申込承諾者）

当社商品名（　　　　　　　　　　　）（エコマーク認定番号（　　　　　　　））を、

エコマーク申込企業（　　　　　　　　）が商品ブランド名（　　　　　　）として、

エコマーク商品認定・使用申込を行うことを承諾します。

以上

記入表140A‐2
（公財）日本環境協会 エコマーク事務局 御中

詰め替え容器の重量リスト
	発行日： 20
	
	年
	
	月
	
	日

	（発行者：会社名）


	印（社印を捺印）


* 発行者は申込者または製造事業者
　製品名　（　　　　　　　）　
　型式毎に提示してください。
	型式
	詰め替え容器
	内容物
体積：B[ℓ]

（あるいは重量B[ｇ]）
	内容物１ℓあたりの容器重量
[1ℓ×A／B]

（あるいは内容物1000gあたりの容器重量 [1000ｇ×A／B]）

	
	素材
	重量：A(ｇ)
	
	

	　　例）　A-01
	プラスチック（PP,PE）
	10ｇ
	0.5 ℓ

（500ｇ）
	1×20／0.5＝40ｇ

（1000×20／500＝40ｇ）

	
	紙
	5ｇ
	
	

	
	アルミ
	5ｇ
	
	

	
	製品重量
	20ｇ
	
	

	　　
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	製品重量
	
	
	

	　　
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	製品重量
	
	
	

	　　
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	製品重量
	
	
	

	　　
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	製品重量
	
	
	

	　　
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	製品重量
	
	
	


記入表140A‐3
公益財団法人日本環境協会

エコマーク事務局　御中

環境法規等順守証明書

	発行日：　　　　　20
	
	年
	
	月
	
	日

	(会社名)

(工場名)

(責任者名)役職名　　　　　　氏名
	印

(社印を捺印)

	工場住所：

	TEL　　：


* 責任者名は最終製品を製造する工場長（もしくは相当する工場の責任者）

* 本証明書の発行日は、エコマークへの申込日より直近3ヶ月以内有効
下記の事項に適合していることを証明します。

記

1．申込商品の製造にあたり、大気汚染、水質汚濁、騒音、振動、悪臭、有害物質の排出などについて、以下の関連する環境法規および公害防止協定など（以下「環境法規等」という）を順守していることを証明します。

（以下の該当する□をチェック、記入の上、ご提出下さい。　別紙一覧提出可）

	工場に関連する環境法規等の名称
	備考

	□ 大気汚染防止法
	

	□ 水質汚濁防止法
	

	□ 騒音規制法
	

	□ 振動規制法
	

	□ 悪臭防止法
	

	□ その他：
	


※ “その他”には工場が該当する法律名、立地する地域の条例や協定が存在する場合にはその名称を記載すること（例：○○県○○環境保全条例、○○市公害防止協定）

2．本証明書の発行日より以前の環境法規等の順守状況は以下の通りであることを証明します。

　　　（該当する□をチェックし、ご提出下さい。また、違反とは、行政処分、または行政指導などを指します。）

□　過去5年間、関連する環境法規等の違反はありません。

□　創業（　　　　年）以来、関連する環境法規等の違反はありません。

□　過去5年間に関連する環境法規等に違反があり、すでに適正な改善をはかり再発防止策を講じ、以後は関連する環境法規等を適正に順守しています。

※行政処分、または行政指導などの違反があった場合には、以下a.b.の書類の提出が必要です。
	a.違反事実について、行政機関などからの指導文書(改善命令、注意なども含む)、およびそれらに対する回答書(原因、是正結果などを含む)の写し(一連のやりとりがわかるもの)

	b.環境法規等の順守に関する管理体制についての次の1)～5)の資料(記録文書の写し等)

1)工場が立地している地域に関係する環境法規等の一覧

2)実施体制(組織図に役割等を記したもの)

3)記録文書の保管について定めたもの

4)再発防止策(今後の予防策)

5)再発防止策に基づく実施状況(順守状況として立入検査等のチェック結果)


□　過去に環境法規等に違反があり、まだ改善等がはかられていません。

記入表140A－4
（公財）日本環境協会 エコマーク事務局 御中

代替フロンを含むオゾン層破壊物質の使用に関する証明書

	発行日：２０
	
	年
	
	月
	
	日

	（発行者：会社名）

役職：　　　　　　工場長名
	印（社印を捺印）


* 発行者はプラスチック材料の製造事業者、あるいは製品組立事業者の工場長／責任者

容器の製造において、ハロゲン化炭化水素類として下表に掲げる特定フロン（CFC5種）、その他CFC、四塩化炭素、トリクロロエタンおよび代替フロン（ここではHCFCをさす）の使用がないことを証明します。

	特定フロン

（CFC5種）
	トリクロロフルオロメタン
	代替フロン

（HCFC）
	クロロトリフルオロエタン

	
	ジクロロジフルオロメタン
	
	ジクロロフルオロエタン

	
	トリクロロトリフルオロエタン
	
	クロロジフルオロエタン

	
	ジクロロテトラフルオロエタン
	
	クロロフルオロエタン

	
	クロロペンタフルオロエタン
	
	ヘキサクロロフルオロプロパン

	その他の

CFC
	クロロトリフルオロメタン
	
	ペンタクロロジフルオロプロパン

	
	ペンタクロロフルオロエタン
	
	テトラクロロトリフルオロプロパン

	
	テトラクロロジフルオロエタン
	
	トリクロロテトラフルオロプロパン

	
	ヘプタクロロフルオロプロパン
	
	ジクロロペンタフルオロプロパン

	
	ヘキサクロロジフルオロプロパン
	
	クロロヘキサフルオロプロパン

	
	ペンタクロロトリフルオロプロパン
	
	ペンタクロロフルオロプロパン

	
	テトラクロロテトラフルオロプロパン
	
	テトラクロロジフルオロプロパン

	
	トリクロロペンタフルオロプロパン
	
	トリクロロトリフルオロプロパン

	
	ジクロロヘキサフルオロプロパン
	
	ジクロロテトラフルオロプロパン

	
	クロロヘプタフルオロプロパン
	
	クロロペンタフルオロプロパン

	
	四塩化炭素
	
	テトラクロロフルオロプロパン

	
	1,1,1-トリクロロエタン
	
	トリクロロジフルオロプロパン

	代替フロン

（HCFC）
	ジクロロフルオロメタン
	
	ジクロロトリフルオロプロパン

	
	クロロジフルオロメタン
	
	クロロテトラフルオロプロパン

	
	クロロフルオロメタン
	
	トリクロロフルオロプロパン

	
	テトラクロロフルオロエタン
	
	ジクロロジフルオロプロパン

	
	トリクロロジフルオロエタン
	
	クロロトリフルオロプロパン

	
	ジクロロトリフルオロエタン
	
	ジクロロフルオロプロパン

	
	クロロテトラフルオロエタン
	
	クロロジフルオロプロパン

	
	トリクロロフルオロエタン
	
	クロロフルオロプロパン

	
	ジクロロジフルオロエタン


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

記入表140A－5
（公財）日本環境協会 エコマーク事務局 御中

プラスチック添加物に関する証明書

	発行日：２０
	
	年
	
	月
	
	日

	（発行者：会社名）


	印（社印を捺印）


* 発行者は各製造工程担当事業者

製造に使用したプラスチック添加物について、以下の内容を証明致します。

	担当製造工程
	□　樹脂製造　　／　　□　成型加工

	樹脂の種類
	

	区　分
	□　詰め替え容器　／　□　本体容器

□　バージン材料　／　□　再生プラスチック／□　植物由来プラスチック


	プラスチック

添加物の種類
	チェック欄

該当するものに ○ を

付けて下さい
	記入欄

	
	
	ポジティブリスト名
	ポジティブリストの分類番号／物質名など

	①可塑剤
	使用 あり／なし
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	②色材
	使用 あり／なし
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	③安定剤
	使用 あり／なし
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	④滑材
	使用 あり／なし
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	上記①～④以外の

添加物
	使用 あり／なし
	※使用がある場合は以下に全て記載してください。

	上記①～④以外の添加物名
	ポジティブリスト名
	ポジティブリストの分類番号／物質名など

	（        　　　　　       ）
	
	

	（        　　　　　       ）
	
	

	（        　　　　　       ）
	
	


*1）難燃剤の使用については、エコマーク事業実施要領にしたがって下さい。

*2）部品ごとに製造工場が異なる場合は、それぞれの工場別に本証明書を提出して下さい。

*3）食品・化粧品・医療関係品などを内容物としない製品の場合、ポジティブリストに登録がないプラスチック添加物については88/378/EEC EN71-3の試験結果を提出してください（該当物質を含む部材あるいは製品の試験でも可）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
記入表140A‐6
（公財）日本環境協会 エコマーク事務局 御中

有害物質の添加に関する証明書

	発行日：２０
	
	年
	
	月
	
	日

	（発行者：会社名）


	印（社印を捺印）


*発行者は申込者

以下の記述内容について証明します。
1．カドミウム（Cd）、鉛（Pb）、六価クロム（Cr6+）、水銀（Hg）およびそれらの化合物の添加について  [ 認定基準4-2.(9) ]

	製品の処方構成成分として
	

	カドミウム（Cd）

鉛　（Pb）

六価クロム（Cr6+）

水銀（Hg）

およびこれらの化合物
	□ 添加あり

□ 添加なし


2．IARCによる発ガン性物質の添加について  [ 認定基準4-2.(10) ]
［ 内容物が以下①②③へ該当するかの有無について ］

※ 該当する□にチェックを入れて下さい。

□ 該当する
□ ①食品 ／ □ ②化粧品 ／ □ ③医療関係品
□ 該当しない
「該当する。」の場合

	製品の処方構成成分として
	

	IARCによって1、2A、2Bに分類されている物質
	□ 添加あり

□ 添加なし


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

記入表140A－7
（公財）日本環境協会 エコマーク事務局 御中

紙質証明書

	発行日：２０
	
	年
	
	月
	
	日

	（発行者：会社名）


	印（社印を捺印）


* 発行者は製紙事業者

以下の記述内容について証明します。
	紙銘柄
	

	エコマーク認定番号

（エコマーク認定取得用紙の場合には、認定番号の記載により、以下の情報を省略可能です）
	

	
	

	塩　素　ガ　ス
	使用なし／あり

	表2のアミンの１つ以上を生成する

可能性があるアゾ着色剤

（紙1kg当たりの使用量）
	使用なし／あり

①使用ありの場合、使用量を報告（　　mg／kg）

②30mg／kgを超える使用量の場合、計算上、すべての可能性において、別表2のアミンの1つ以上が製品1kg当たり30mgを超えて検出されないことを示す説明資料を提出

③ドイツ食品日用品法第35条に基づく公的試験法集成で定められた分析方法により、別表2のアミンの1つ以上が製品1kg当たり30mgを超えて検出されないことを示す証明書を提出


　　＊上記の数値は、具体的数値をご記載ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
記入表140 G -1（D.本体容器：再生プラ用）
公益財団法人日本環境協会 エコマーク事務局 御中
製品重量証明書（本体容器）
	発行日：
	年
	
	月
	
	日

	（発行者：会社名）


	印（社印を捺印）


* 発行者は申込者

	型式名（内容量）：
	　　　　　　　　　　　（　　　　g）


※ 型式ごとに記入下さい。複数の型式について、使用素材の重量割合が同じ場合は、その旨をご記入下さい。この表で書ききれない場合は、この表に準じた表を作成下さい。
	
	部品名

もしくは

製品名
	重量
(g)
	プラスチック材料
	他材料　＊3

	
	
	
	再生材料
	バージン材料のポリマー名＊１
	重量(g)
	材料名
	重量
（g）

	
	
	
	ポストコンシューマ材料のポリマー名＊１
	重量(g)
	プレコンシューマ材料のポリマー名＊１
	重量(g)
	
	
	
	

	部品
1
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	部品
2
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	部品
3
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	部品
4
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	部品
5
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	重量
合計
	
	A
	
	B
	
	C
	
	D
	
	E


再生プラスチックの重量割合
（B＋C）／ A×100 =     (g)／    (g)× 100 =  　  　％  　＊2
＊1　プラスチックのポリマー名は、PE、PPなどとご記載ください。
＊2　再生プラスチックの重量割合は、小数点1桁目以下切り捨てで提示してください。また、ポストコンシューマ材料の使用がある場合は、Cに1/2を乗じて計算してください。
＊3　他材料には、プラスチック以外の材料名（アルミ箔など）を記載してください。
＊4　材料数が多くて書ききれない場合には、二段に分けて記載いただくか、欄を追加するなどしてください。

記入表140 G -2（D.本体容器：再生プラ用）
公益財団法人日本環境協会 エコマーク事務局　御中
プラスチック部品の製造工程・管理証明書

	発行日：
	年
	
	月
	
	日

	（発行者：会社名）


	印（社印を捺印）


* 発行者は申込者

　　　以下の記述内容について証明します。
	部品名
【再生プラスチック】
	再生材料回収事業者名
	再生材料供給（ペレット化・フレーク化）　事業者名
	成型加工事業者名
	組立事業者名
	最終製造事業者名

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	部品名
【バージン材料】
	樹脂製造事業者名
	成型加工事業者名
	組立事業者名
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


＊1　製造工程の記入が必要な部品は、製品に使用される全てのプラスチック部品です。部品点数が多くこの表で書ききれない場合は、この表に準じて作成してください。なお、商社等製造に関与していない事業者名は記入不要です。

＊2　エコマーク商品類型No.118「プラスチック製品Version2」の認定商品を使用する場合はエコマーク認定番号（8桁）を成型加工事業者名の欄に付記すると、その認定を受けている材料以降の製造工程の事業者名の記載のみでも結構です。また、その認定を受けた事業者発行による記入表140-D0に準じた供給証明書を添付してください。
【再生プラスチックの重量割合の管理方法】
	申込者からの成型事業者に対して、配合割合の指示方法
	該当する項目にチェック・記載して下さい。

□成型事業者に渡す製品指示書に配合割合を明記している

□成型事業者と契約書に配合割合を明記している

□その他の方法で指示　※具体的内容を以下に記載して下さい。
　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	成型事業者における配合割合の管理方法
	該当する項目にチェック・記載して下さい。

□処方書・配合日報等で配合割合を管理している。

　記録文書の名称：（　　　　　　　　　　　）　例　処方書

　帳票の管理者：（　　　　　　　　　　　　）　例　成型課長

□その他の方法で管理

　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	成型事業者からの再生材料供給事業者に対する再生材料の確認方法
	該当する項目にチェック・記載して下さい。

□供給事業者との契約書に再生材料であることを明記している

□供給事業者からの納品書に再生材料であることが明記されている

□その他の方法で確認　※具体的内容を以下に記載して下さい。
　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


記入表140G-3（D.本体容器：再生プラ用）
○○株式会社　御中

原料供給証明書
	発行日：
	年
	
	月
	
	日

	（発行者：会社名）

　印

（社印を捺印）
	□産業廃棄物処理業

許可番号(下6桁：業者番号)：[                 ]

	
	□容リ法に基づく登録再生処理事業者

	
	□その他：[　　　　　　　　　　　　　　]

（具体的に記入）

	【発行担当者】

	住所：

	部署：
	役職：

	氏名：

	TEL：
	FAX:

	E-mail：

	会社URL：


* 発行者は再生材料回収事業者

以下の内容の再生材料を（エコマーク商品製造者名）に供給することを証明致します。
※ 申込製品の製造工程における工場で発生した材料は除く。

※ 該当する項目にチェックをし、必要事項を記載してください。
	□
	プレコンシューマ材料

	① 発生場所
	
	例：

包装フィルム

製造工場

	具体的な工場名
	＊可能な限り記載してください。
＊複数の工場がある場合には、代表例で結構です
	○㈱△工場

	② 発生内容
	
	例：

不良品、ロス品

	③ 素材名
	
	例： ポリエチレン

	④ 再生工程の説明
	
	②で発生した材料の具体的な再生処理方法


	□
	ポストコンシューマ材料

	① 使用後廃棄された材料名・製品名
	
	例： PETボトル

	② 素材名
	
	例： PET

	③　回収方法
	
	例：　容器包装リサイクル法に基づいた自治体回収ルート


記入表140H-1（D.本体容器：植物プラ用）
公益財団法人日本環境協会 エコマーク事務局 御中
製品重量証明書（本体容器）
	発行日：
	年
	
	月
	
	日

	（発行者：会社名）


	印（社印を捺印）


* 発行者は申込者

	型式名（内容量）：
	（　　　　Lまたはg）


※ 型式ごとに記入下さい。複数の型式について、使用素材の重量割合が同じ場合は、その旨をご記入下さい。
この表で書ききれない場合は、この表に準じた表を作成下さい。
	
	ボトル部、キャップ部の
部品名
	重量

(g)
	プラスチック材料
	他材料

	
	
	
	使用材料名、グレード名

（例.植物由来PE○○など）
	重量

(g)
	バイオベース合成ポリマー含有率(%)＊1
	重量
換算
(g)
	材料名
	重量(g)

	部品1
	
	
	
	
	
	
	
	

	部品2
	
	
	
	
	
	
	
	

	部品3
	
	
	
	
	
	
	
	

	重量
合計
	
	A
	
	B
	
	C
	
	D


容器包装（ボトル部）におけるバイオベース合成ポリマー含有率
C／A  × 100 =     (g)／    (g) × 100 =  　  　％　＊1
	
	スプレー部、ポンプ部の部品名
	重量

(g)
	プラスチック材料
	他材料

	
	
	
	使用材料名、グレード名

（例.PE、PPなど）
	重量

(g)
	バイオベース合成ポリマー含有率(%)＊1
	重量
換算
(g)
	材料名
	重量(g)

	部品1
	
	
	
	
	
	
	
	

	部品2
	
	
	
	
	
	
	
	

	部品3
	
	
	
	
	
	
	
	

	重量
合計
	
	
	
	
	
	
	
	


＊1　バイオベース合成ポリマー含有率は、小数点1桁目以下切り捨てで提示して下さい。
＊2　他材料には、プラスチック以外の材料名（アルミ箔など）を記載して下さい。
＊3　材料数が多くて書ききれない場合には、二段に分けて記載いただくか、欄を追加するなどして下さい。

記入表140H-2（D.本体容器：植物プラ用）
公益財団法人日本環境協会 エコマーク事務局 御中
植物由来プラスチック(原料樹脂)のトレーサビリティに関するチェックリスト
	発行日：
	年
	
	月
	
	日

	（発行者：会社名）


	印（社印を捺印）


* 発行者は樹脂供給事業者など
	No
	目的
	要求（実現されなくてはならない項目）
	対象
	実現
	実施方法
（該当する全ての項目に☑）

	1
	地球温暖化の防止,
自然生態系の保全
	植物を栽培する主たる農地は、直近10年以内に森林からの土地改変が行われていないか。
	農地
	□はい/

□いいえ
	□現地の土地改変に係る法令を確認した

□現地調査やヒアリングにより現地の実態を把握した

□植物の調達に関するガイドラインを定め、公表している。又は、独立した第三者によるガイドラインに準拠している。
　・ガイドライン名 [                 　　　　　　　　　　　  ]

　・公表場所　　　 [ 　　　　　　　　                        ]
□植物の調達に関する独立した第三者の認証制度を併用している。

　・認証制度名 　　[　　　　　　　　                         ]

□その他（具体的に記入）
[　　　　　　　　            　　　　　　            　　  ]

	2
	生態系の保全
	遺伝子組み換え農作物を原料とする場合、安全性の確保について評価を行ったか。
	農地
	□はい/

□いいえ
□適用外(不使用)
	□現地の遺伝子組み換え農作物に係る法令を確認した

□現地調査やヒアリングにより現地の実態を把握した

□植物の調達に関するガイドラインを定め、公表している。又は、独立した第三者によるガイドラインに準拠している。
　・ガイドライン名 [                 　　　　　　　　　　　  ]

　・公表場所　　　 [ 　　　　　　　　                        ]
□植物の調達に関する独立した第三者の認証制度を併用している。

　・認証制度名 　　[　　　　　　　　                         ]

□その他（具体的に記入）
[　　　　　　　　            　　　　　　            　　  ]

	3
	土地の酸性化・富栄養化,水質汚染の防止
	植物の主たる栽培地における肥料・農薬の使用状況を把握したか。
「残留性有機汚染物質に関するストックホルム条約」（POPs条約）で規制されている農薬が使用されていないか。
	農地
	□はい/

□いいえ
	□現地の肥料・農薬に係る法令を確認した

□現地調査やヒアリングにより現地の実態を把握した

□植物の調達に関するガイドラインを定め、公表している。又は、独立した第三者によるガイドラインに準拠している。
　・ガイドライン名 [                 　　　　　　　　　　　  ]

　・公表場所　　　 [ 　　　　　　　　                        ]
□植物の調達に関する独立した第三者の認証制度を併用している。

　・認証制度名 　　[　　　　　　　　                         ]

□その他（具体的に記入）
[　　　　　　　　            　　　　　　            　　  ]

	4
	適正な水利用
	植物の主たる栽培地における水の使用状況を把握したか。
	農地
	□はい/

□いいえ
	□現地の水使用に係る法令（取水制限等）を確認した

□現地調査やヒアリングにより現地の実態を把握した

□植物の調達に関するガイドラインを定め、公表している。又は、独立した第三者によるガイドラインに準拠している。
　・ガイドライン名 [                 　　　　　　　　　　　  ]

　・公表場所　　　 [ 　　　　　　　　                        ]
□植物の調達に関する独立した第三者の認証制度を併用している。

　・認証制度名 　　[　　　　　　　　                         ]

□その他（具体的に記入）
[　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ]

	5
	再生資源の利用,食糧との競合回避
	植物由来プラスチック（原料樹脂）の粗原料の一部として、現地の再生資源が入手可能な場合、優先的に使用したか。
	原料樹脂
	□はい/

□いいえ/

□適用外
(入手不可)
	使用する再生資源名

[　　　　　　　　　　　　]

再生資源の発生量・割合

[　　　　　　　　　　　　]

	6
	地球温暖化の防止
	粗原料の主たる製造工場において、発酵などにより地球温暖化係数の高いメタンを排出する場合、その処理状況を把握したか。
	粗原料製造
工場
	□はい/

□いいえ/
□適用外
(左記に該当しない)
	□現地調査やヒアリングにより現地の実態を把握した

□その他（具体的に記入）
[　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ]

	7
	非化石エネルギー源、再生可能エネルギー源の利用
	栽培から原料樹脂製造までの工程において新規に工場を設置する場合、非化石エネルギー源（例えば、バガスやバイオガスなど）や再生可能エネルギーを出来る限り活用したか。
	製造
工場
	□はい/

□いいえ
	エネルギー名と活用方法

[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]

	8
	法令順守
	植物由来プラスチック（原料樹脂）製造を行う工場が立地している地域等の法令に従い、工場における排水の管理が行われているか。
	樹脂製造工場
	□はい/

□いいえ
	工場排水の管理について説明した資料を添付すること。


・容器包装として認定を受けていることを示す文言


・エコマーク認定番号または使用契約者名の表示


（両方を表示することも可）
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